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南部徳盛:
1) 非線形放物型方程式の研究
2) 非線形楕円型方程式の研究
笹野一洋:
1) 3次元多様体上の流れの位相的研究
2) 2次元多様体上の写像の位相的研究
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教授(前)豊富誠三 SeizoToyotomi 
教授宮下哲 SatoruMiyashita 
教務職員田村一郎 IchiroTamura 
@ 研究概要
宮下 哲:結晶成長および相転移の物理学，結晶
物理学.酸化物(ZnO 超伝導酸化物)，半導体，生
体関連物質(蛋白質アミノ酸ハイドロキシアパ
タイト)等を対象とし単結晶化および結晶成長技
術の開発，結晶成長機構の研究，結晶成長に関連し
た物性値の測定，結晶の評価を行っている.
田村一郎:金属間化合物のメスパウアー効果によ
る研究.
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